
あおもりの

国保
あおもりの

国保

第411号青森県国民健康保険団体連合会

2024

1



●あおもりの国保　第411号 contents

年頭あいさつ
保険者の共同体として　その責務を全力で果たす

青森県国民健康保険団体連合会
理事長　髙樋　憲（黒石市長）……………… 1

国保連だより
医療保険制度一本化の早期実現などを決議
国保制度改善強化全国大会…………………………………………… 2
特定保健指導における減酒・禁煙支援について
令和５年度特定保健指導実践者育成研修……………………………… 4
第三者行為求償事務の取組強化に向けて… ……………………… 7
転倒予防のための運動
　令和５年度在宅・現職保健師保健所ブロック交流会並びに研修会… … ８

あなたのまちにズームイン！
「健康都市弘前」を目指して（弘前市）…………………………… 10

データベースコーナー
速報！令和４年度特定健診・特定保健指導の実施状況… ……………………………………… 12
特定健診受診率と３年連続受診率の状況… ……………………………………………………… 14

こくほ随想
リーダーシップを発揮しよう

帝京大学大学院公衆衛生学研究科教授　福田　吉治……… 16

県だより
「青森結婚応援団」制度について（こどもみらい課）…………………………………………… 17

コラム「私の健康づくり」
階上町すこやか健康課長（保健師）　平戸由紀子 氏……… 1８

大鰐町住民生活課　保健師　千葉　真子 氏……… 1８

国保連だより
令和6年度保健協力員総会・研修会の開催について… ………………………………………… 19
市町村職員対象研修会のお知らせ… ……………………………………………………………… 19

表紙の説明
「冬に咲くさくら」
桜で有名な弘前公園では冬期間、桜の

木に積もった雪がピンク色にライトアッ
プされ、満開の桜のように見える景色を
楽しむことができます。毎年2月には弘
前城雪燈籠まつりも開催されますので、
皆様のお越しをお待ちしております。

写真提供：弘前市



二
〇
二
四
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
国
民
皆
保
険
を
支
え
る
重
要
な
基
盤
と
し
て
、
制
度
創
設

以
来
幾
多
の
改
正
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
地
域
住
民
の
医
療
の
確
保
や
健
康
の
保
持
増

進
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
加
入
者
の
大
幅
な
減
少
と
急
速
な
高
齢

化
に
よ
り
、
そ
の
運
営
は
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
。

本
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
制
度
の
更
な
る
安
定
運
営
を
目
指
し
、
主
た
る
業
務
で

あ
り
ま
す
医
療
費
や
介
護
給
付
費
の
審
査
支
払
業
務
の
円
滑
な
運
営
は
も
と
よ
り
、
各

種
共
同
電
算
処
理
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
は
じ
め
、
健
康
づ
く
り
事
業
、
医
療
費
適
正
化

対
策
事
業
や
介
護
予
防
へ
の
取
組
に
対
す
る
保
険
者
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度
の
評
価
指

標
達
成
に
向
け
た
支
援
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
医
療
分
野
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
「
医
療
Ｄ
Ｘ
」
の
要
で
あ
る
、
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
等
シ
ス
テ
ム
の
円
滑
な
運
用
に
引
き
続
き
協
力
す
る
と
と
も
に
、「
市
町

村
等
国
保
事
務
の
標
準
化
」
及
び
「
保
険
料
水
準
の
統
一
」

に
向
け
た
取
組
を
支
援
し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、

本
年
も
皆
様
方
の
一
層
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

保険者の共同体として
その責務を全力で果たす

青森県国民健康保険団体連合会
理事長　髙　樋󠄀󠄀　　　󠄀（黒石市長）

年頭あいさつ
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国
保
中
央
会
を
は
じ
め
、
国
保
関
係
９
団
体

主
催
に
よ
る
国
保
制
度
改
善
強
化
全
国
大
会
が
、

11
月
13
日
東
京
都
「
砂
防
会
館
（
別
館
１
階

シ
ェ
ー
ン
バ
ッ
ハ
・
サ
ボ
ー
）」で
開
催
さ
れ
た
。

主
催
者
挨
拶
に
立
っ
た
岡
﨑
国
保
中
央
会
会

長
（
高
知
市
長
）
は
、
平
成
30
年
４
月
の
国
保

制
度
改
革
が
将
来
に
わ
た
っ
て
実
効
あ
る
も

の
と
な
る
よ
う
「
国
は
毎
年
３
４
０
０
億
円
の

公
費
投
入
を
確
実
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
生

活
保
護
受
給
者
の
国
保
等
へ
の
加
入
に
つ
い

て
は
国
保
財
政
を
悪
化
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
一
貫
し
て
反
対
す
る
」
と
強

く
訴
え
た
。

ま
た
、深
刻
さ
を
増
し
て
い
る
医
療
・
保
健
・

介
護
の
人
材
不
足
や
地
域
偏
在
の
問
題
に
つ
い

て
は
「
早
急
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
と
と
も

に
、
公
立
病
院
等
の
医
療
提
供
体
制
を
確
保
す

る
た
め
十
分
な
支
援
策
を
講
じ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
強
調
し
た
。

さ
ら
に
は
「
国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
は
国
保
運

営
の
基
幹
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
市
町
村
等
保
険

者
に
追
加
的
な
財
政
負
担
が
生
じ
な
い
よ
う
、

国
の
責
任
に
お
い
て
必
要
な
財
政
措
置
を
講
じ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

11
月
10
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
令
和
５
年
度

補
正
予
算
案
に
お
い
て
、
約
25
億
円
が
措
置
さ

れ
た
の
で
早
期
の
成
立
を
強
く
要
望
す
る
」
と

述
べ
た
。

続
い
て
、
塩
崎
厚
生
労
働
大
臣
政
務
官
、
船

橋
総
務
大
臣
政
務
官
、
田
村
自
由
民
主
党
政
務

調
査
会
長
代
行
（
元
厚
生
労
働
大
臣
）、
大
島
立

憲
民
主
党
企
業
・
団
体
交
流
委
員
長
の
来
賓
挨

拶
の
あ
と
議
事
に
入
り
『
医
療
保
険
制
度
の
一

本
化
を
早
期
に
実
現
す
る
こ
と
』
な
ど
全
12
項

目
の
決
議
（
別
掲
）
を
満
場
一
致
で
採
択
し
た
。

大
会
終
了
後
に
は
決
議
事
項
の
早
期
実
現
方

を
要
請
す
る
た
め
、
国
保
中
央
会
の
編
成
に
よ

る
代
表
陳
情
（
自
由
民
主
党
班
）
に
、
本
会
の

髙
樋󠄀󠄀
󠄀
事
長
（
󠄀
󠄀
市
長
）
󠄀
󠄀
に
󠄀
本
󠄀
国

保
運
協
連
絡
会
長
（
八
戸
市
国
保
運
協
会
長
）

が
参
画
す
る
と
と
も
に
、
本
󠄀
選
出
国
会
議
員

に
対
し
大
会
参
加
者
に
よ
る
要
望
活
動
を
展
開

し
た
。

医
療
保
険
制
度
一
本
化
の

早
期
実
現
な
ど
を
決
議

国
保
制
度
改
善
強
化
全
国
大
会
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決

議

本
日
こ
こ
に
、
全
国
の
国
民
健
康
保
険
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、
国
民
健
康
保
険
が
直
面
す
る
諸
問
題
の
改
善
を
期
し
て
、
国
保
制
度
改
善
強
化
全
国
大

会
を
開
催
し
、
慎
重
審
議
し
た
結
果
、
次
の
と
お
り
満
場
一
致
こ
れ
を
採
択
し
た
。

国
は
、
国
民
健
康
保
険
制
度
の
現
状
を
踏
ま
え
、
次
の
事
項
を
必
ず
実
現
さ
れ
る
よ
う
本
大
会
の
総
意
を
も
っ
て
強
く
要
望
す
る
。

記

一
、
医
療
保
険
制
度
の
一
本
化
を
早
期
に
実
現
す
る
こ
と
。

一
、
国
保
の
財
政
基
盤
強
化
の
た
め
の
公
費
投
入
の
確
保
を
確
実
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
保
険
者
努
力
支
援
制
度
等
が
有
効
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
、
適
切

な
評
価
と
財
政
支
援
の
充
実
を
図
る
こ
と
。

一
、
普
通
調
整
交
付
金
が
担
う
自
治
体
間
の
所
得
調
整
機
能
を
今
後
も
堅
持
す
る
と
と
も
に
、
生
活
保
護
受
給
者
の
国
保
等
へ
の
加
入
の
議
論
に
つ
い
て
は
、

見
直
し
を
行
わ
ず
国
と
し
て
の
責
任
を
果
た
す
こ
と
。

一
、
医
療
・
保
健
・
介
護
人
材
の
確
保
や
地
域
偏
在
の
解
消
の
た
め
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
公
立
病
院
等
の
医
療
提
供
体
制
を
確
保
す
る
た
め
、

十
分
な
支
援
策
を
講
じ
る
こ
と
。

一
、
こ
ど
も
の
医
療
費
助
成
等
の
地
方
単
独
事
業
に
係
る
国
庫
負
担
減
額
調
整
措
置
を
早
期
に
全
廃
す
る
と
と
も
に
、
こ
ど
も
の
医
療
費
助
成
に
係
る
全
国

一
律
の
制
度
の
創
設
及
び
こ
ど
も
に
係
る
均
等
割
保
険
料
（
税
）
の
軽
減
制
度
の
拡
充
を
行
う
こ
と
。

一
、
こ
ど
も
・
子
育
て
政
策
強
化
の
財
源
の
一
環
と
さ
れ
て
い
る
支
援
金
制
度
（
仮
称
）
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
国
保
の
運
営
に
支
障
を
及
ぼ
す
こ
と
が

な
い
よ
う
十
分
配
慮
す
る
こ
と
。

一
、
国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
は
、
国
保
運
営
の
基
幹
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
そ
の
開
発
や
運
用
に
当
た
っ
て
は
、
市
町
村
等
保
険
者
に
追
加
的
な
財
政
負
担
が
生

じ
な
い
よ
う
、
国
の
責
任
に
お
い
て
必
要
な
財
政
措
置
を
確
実
に
講
じ
る
こ
と
。

一
、
国
保
連
合
会
の
シ
ス
テ
ム
開
発
や
運
用
の
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
積
立
資
産
の
積
立
上
限
の
引
き
上
げ
等
、
現
行
の
運
用
ル
ー
ル
の
見
直
し

を
行
う
こ
と
。

一
、
国
保
連
合
会
が
地
方
自
治
体
の
医
療
・
保
健
・
介
護
・
福
祉
業
務
支
援
の
役
割
を
十
分
に
果
た
せ
る
よ
う
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

一
、
国
民
の
健
康
保
持
・
増
進
及
び
医
療
費
適
正
化
に
向
け
Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
の
更
な
る
活
用
を
進
め
る
た
め
、
制
度
的
役
割
の
拡
充
を
図
る
と
と
も
に
シ

ス
テ
ム
更
改
等
に
係
る
財
政
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

一
、
医
療
Ｄ
Ｘ
の
取
組
を
強
力
に
推
進
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
健
康
保
険
証
の
一
体
化
に
当
た
っ
て
は
、
国
民
や
保
険
者
等
に
対
し
、
十
分
な
周
知

や
情
報
提
供
を
行
う
な
ど
国
の
責
任
に
お
い
て
万
全
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

一
、
国
民
健
康
保
険
組
合
の
健
全
な
運
営
を
確
保
す
る
こ
と
。

右

決
議
す
る
。

令
和
五
年
十
一
月
十
三
日

国
保
制
度
改
善
強
化
全
国
大
会
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　動機づけ面接のスキル
　動機づけ面接は禁煙、減酒のように「やめたいけどやめられない」
等の両価性のある課題を持つ対象者に対して有効とされており、相
談者の「抵抗」を生まないことが重要です。
　具体的なスキルとしては、以下のOARS（戦略的スキル）があげ
られます。

O：開かれた質問（Open question）
相談者が自由に答えることができる質問をする。

A：是認（Affirming）
相談者の長所や強み、努力を認める。
現状維持方向の言動でも受容的に応じ、相談者が話すことを強化する。

R：聞き返し（Reflection）
相談者の発話内容をそのまま、もしくは支援者が理解した内容を伝え返す。

S：要約（Summary）
相談者の発話内容を選択的にまとめ、端的に伝える。

　A：是認のポイント
　褒めることとは少し異なり、相談者の長所や強み、既に行っている肯定的な行動をマークすることでポ
ジティブな感情が生起されます。
　是認には、非言語的強化（うなづき、アイコンタクト、表情の変化等）と言語的強化（わかりやすい言
葉で言語化して相手に返す）があります。
　主語は「私は」ではなく「あなたは」を使用し、相談者がどこを是認されたいかを考え、相談者の発言
を具体的に引用することがポイントです。

　R：聞き返しのポイント
　聞き返しには、単純な聞き返し（言葉の理解）と複雑な聞き返し（心情や考えの理解）があります。
　単純な聞き返しは、相談者の発言の中で重要な部分や強い感情が表れている部分を繰り返し、相談者が
意図した発言内容からはみ出さないことが重要です。
　複雑な聞き返しは、相談者の発言内容に含まれている心情や考えを汲み取り、価値や変化への方向性、
相談者もはっきりと意識・理解していない部分も含めて支援者が言語化することで信頼感が増し、自身の
感情や価値観を明確にするきっかけとなります。

　チェンジトークと維持トーク
　動機づけ面接では、両価性のある課題を持つ対象者が多いため、発言内容には変わりたい意思がある

「チェンジトーク」と変わりたくない意思がある「維持トーク」の両方がみられます。
　基本はチェンジトークを見つけて増やすことで、維持トークへの対応としては支援者側の正したい反射
を抑え、隠れたチェンジトークに耳を澄ますことが重要です。

動機づけ面接を活用した行動変容支援
　公認心理師・臨床心理士の冨

とみ

岡
おか

拓
たく

身
み

氏を講師に迎えたグループ
ワークでは、行動変容を促すための面接技法を学びました。

冨岡　拓身　氏

グループワークの様子
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令和５年度 特定保健指導実践者育成研修
保険者協議会主催の特定保健指導実践者育成研修が令和５年９月19日（火）青森県水産ビル
にて開催され、市町村の保健師等を中心に約80名が参加しました。
今回は、その講演内容の一部をご紹介します。

　お酒と健康の基礎知識
アルコールは肝機能障害だけではなく、がんや脳萎縮などの身体面、また気分障害などの精神面までさ

まざまな影響を及ぼしています。
お酒に関する保健指導をするうえで重視すべき数字は「純アルコール量」です。
日本では節度ある適度な飲酒は、１日平均純アルコールで約20g程度とされており、ビールなら500ml、

日本酒なら１合が目安になります。また、生活習慣病のリスクを高める量として男性が40ｇ、女性が20ｇ
とされており、約60ｇを超える場合を多量飲酒としています。

　AUDIT（オーディット）と減酒支援
AUDITとはアルコール問題のスクリーニングの一つです。WHOが問題飲酒を早期に発見する目的で作

成したもので、世界でもっとも使われています。
減酒支援とは対象者の飲酒問題を改善する手法として現在最も推奨されている介入方法であり、短時間

の簡易な介入である点が特徴です。（アルコール依存症レベルの人は断酒が最も安全で減酒は推奨されて
いません。）

　減酒支援のポイント
１．共感と安心で抵抗を解除する
　本人が思うお酒が好きな理由やメリットなどを批判せず聞くことで、本人の解釈を知ることがで
き、叱られる場ではないという安心感で「変化を拒む抵抗」を解除します。

２．動機づけ
　現状を確認しながら、行動変容のタネ（とっかかり）を探します。もし「このままでいい」と頑な
な場合は、家族や身体（肝臓）の立場で考えてもらいましょう。
　行動変容のタネ（とっかかり）が見つかったら、理想の飲み方やその理由などを聞いてみましょう。

３．目標設定と行動変容
　ここまでくれば一安心です。目標や行動の変化は押しつけではなく自身で考えて選択してもらいましょう。
　その目標や行動を達成するうえでの「障害」を予測しておくとさらに良いです。

４．期待と自信
　次回までにやるべきことを明確にし、変化への期待を持ってもらいます。自己効力感（自分もお酒
を減らせる、やればできる）という気持ちを育むことが最終目標です。

初めての減酒支援
～お酒と健康に関する正しい知識と

　　　　　　「依存症未満の方」に対する保健指導～
　独立行政法人国立病院機構久里浜医療センターの瀧

たき

村
むら

剛
つよし

氏を講
師に迎え「お酒と健康の基礎知識」と「特定保健指導におけるブ
リーフインターベンション（減酒支援）」について講演していただき
ました。瀧村　剛　氏
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　行動変容のステージにあった禁煙指導
　禁煙開始には時期が大切であり、まずは喫煙者・喫煙経験者がどの時期にあるのかチェックすることが
重要です。
１．無関心期（禁煙に関心なし）

　「ああ言えばこう言う」など医療者の助言に抵抗を示す対象者には「禁煙外来なら楽に禁煙できま
す。いつでも声をかけてください」などあまりしつこく指導しないようにしましょう。

２．関心期（関心はあるがすぐにやめる気はない）
　喫煙継続と禁煙実行の両方に価値を抱く（両価性：アンビバレンス）対象者には「禁煙するとこん
ないいことがありますよ」などメリットを提示しましょう。

３．準備期（禁煙開始日を設定できる）
　チャンスがあれば今すぐやめたいという対象者には、具体的なHow to指導をしたり自信を強化し
てあげましょう。

　　　　
４．実行期（禁煙後６カ月以内）

　がんばる！でも時々不安になるという時期ですので、禁煙できていることを褒めてあげ、自信を強
化してあげましょう。

５．維持期（禁煙後６カ月以上）
　たばこを吸わないことが普通になる時期ですので、自立・サポートの提示をしてあげましょう。

　無関心期の支援のポイント
１．喫煙継続を助長する「同意」はNG！　介入の際は「受容」と「傾聴」

　短時間の介入で情報提供に徹することが重要で、無理やり行動させないようにしましょう。リスク
を強調すると禁煙への抵抗を強めます。
　また、無関心期の人に多い「たばこを吸っても病気（癌）にならない人もいる」などの発言には同
意せず聞き返します。「たばこをやめたくない」という思いは「受容」しても自己防衛的な言動には
絶対「同意」しないことが重要です。

２．無関心期にはこのワードで
　「今は全くやめようと思っていないのですね」など「今は」という期間を入れることでやめたくな
いのは今であって、これから先は自由に気持ちを変えることが出来ることを伝えましょう。まずは嫌
われずに禁煙したい時に相談できると認識してもらうことが重要です。

特定保健指導における
　　　　　　　　禁煙指導について
　内科おひさまクリニックの冨

とみ

山
やま

月
つき

子
こ

氏からは、禁煙に関する
指導のポイントについて講演いただきました。

冨山　月子　氏
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（１）スタートダッシュが重要
・傷病届を受理したら、まず確認（被保険者や相手方の氏名・住所など）
・対応先が分かったら、まず連絡（事故状況、治療状況）

（２）シミュレーションが重要
　・事故状況から過失割合を検討（判例タイムズ等を検索）
　・治療状況から流れを予測（骨折により金属で固定しているので将来的に抜釘手術が見込まれるなど）
　・求償先の変更の可能性を予測（自賠責保険求償だが、加害者直接求償になる可能性もあるなど）

（１）事故内容
・Ａが運転する車に同乗中のＢ。ＡとＢは友人関係。Ａ運転車両がガードレールに衝突。Ｂが受
傷し、医療給付が発生した。

（２）車両の持ち主により求償先が変わる
①Ａが持ち主
・Ａの対人賠償保険、自賠責保険。
②Ｂが持ち主
・Ａの対人賠償保険、Ａに直接請求。（運行共用責任として30％程度の過失減額が発生する）
③車両がレンタカー
・レンタカーを借りたのがＡの場合：レンタカーの対人賠償保険、自賠責保険。
・レンタカーを借りたのがＢ又はＡとＢ共同：Ａに直接請求。Ｂは運行供用責任があるため、
30％程度の過失減額が発生する。

・連合会からの委託解除後、保険者では必要に応じて「催告書の送付」「加害者から連絡があれば支
払いについての説明」「履行延期（分割納付）などの説明」が必要となる。

・第三者行為求償事務は、基本的に誰かと協議しながら進める事務ではなく、担当職員が自分で調べ
ながら進める事務である。そのため、担当職員が孤立化する傾向にあることから、担当職員が相談
できる環境づくりが必要である。

第三者行為求償事務の取組強化に向けて

１．第三者行為求償事務で大事なこと

２．第三者行為求償事務の事例

３．「委託解除」＝「求償不能」ではない

４．管理職の方へのお願い

杉本氏

　本会では去る10月27日、厚生労働省の第三者行為求償事務アド
バイザー（札幌市第三者行為求償事務専門員）の杉

すぎ

本
もと

真
ま

希
き

子
こ

氏を
講師に迎え「令和５年度第三者行為求償事務担当者研修会（Zoom
アプリを用いたオンライン形式）」を開催しました。
　講師が解説されたポイントは次のとおりです。

7 あおもりの国保　2024.１　第4１１号
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は
じ
め
に

こ
の
研
修
会
は
「
青
森
県
在
宅
保

健
師
の
会
」
の
会
員
（
以
下
「
在
宅

保
健
師
」）
と
市
町
村
や
県
の
現
職
保

健
師
が
一
堂
に
会
し
て
情
報
共
有
し
、

地
域
に
お
け
る
保
健
活
動
を
推
進
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
25
年

度
か
ら
２
次
保
健
医
療
圏
域
毎
に
開

催
し
て
い
る
。

今
年
度
は
「
高
齢
者
の
保
健
事
業
と

介
護
予
防
の
一
体
的
実
施
」
の
推
進
に

向
け
た
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
「
転

倒
予
防
の
た
め
の
運
動
」
を
テ
ー
マ

に
、
各
圏
域
の
理
学
療
法
士
を
講
師
に

迎
え
、
効
果
的
な
運
動
の
取
組
を
進
め

る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
た
。

（
開
催
状
況
は
別
表
の
と
お
り
）

講
演

「
転
倒
予
防
の
た
め
の
運
動
」

（
各
講
師
の
講
演
内
容
を
集
約
）

転
倒
に
は
外
的
要
因
と
内
的
要
因
が

あ
る
こ
と
や
、
転
倒
の
リ
ス
ク
因
子
と

し
て
「
転
倒
歴
」「
下
肢
筋
力
低
下
」「
歩

行
能
力
低
下
」
が
あ
る
こ
と
等
の
説
明

が
あ
っ
た
。

ま
た
、
転
倒
の
70
％
は
屋
内
で
発
生

し
て
い
る
た
め
、
居
室
内
の
電
気
コ
ー

ド
類
の
整
理
整
頓
や
衣
類
、
本
類
を
床

に
置
か
な
い
な
ど
の
環
境
整
備
が
重
要

で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
転
倒
を
予
防
す

る
靴
の
選
び
方
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、

屈
曲
し
や
す
く
、
つ
ま
先
か
ら
床
面
ま

で
一
定
の
高
さ
が
あ
る
靴
を
選
ぶ
と
良

い
と
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
た
。

続
い
て
、
転
倒
予
防
の
た
め
の
運
動

と
し
て
、
椅
子
か
ら
の
立
ち
座
り
運
動

や
頭
と
体
を
同
時
に
動
か
す
運
動
等
を

演
習
し
た
ほ
か
、
腕
か
ら
足
ま
で
バ
ラ

ン
ス
よ
く
筋
肉
を
鍛
え
ら
れ
る
運
動
と

し
て
「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
が
紹
介

さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
片
足
立
ち
や
Ｔ
Ｕ
Ｇ

（T
im

ed U
p and Go

）
テ
ス
ト
等
の
運

動
の
評
価
方
法
に
つ
い
て
も
解
説
さ

れ
、
参
加
者
が
体
験
し
た
。

運
動
の
評
価
方
法
の
一
つ
と
さ
れ
て

い
る
「
握
力
」
は
全
身
の
筋
力
に
比
例

す
る
と
い
う
研
究
結
果
が
出
て
お
り
、

全
身
の
力
を
評
価
す
る
指
標
の
一
つ
と

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
実
際
に
参
加

者
が
握
力
を
測
定
し
、
自
身
の
筋
力
を

知
る
機
会
と
な
っ
た
。

意
見
交
換

講
演
終
了
後
に
は
、
現
職
保
健
師
か

ら
各
市
町
村
で
の
運
動
の
取
組
、
在
宅

保
健
師
か
ら
地
域
で
の
取
組
に
つ
い
て

の
情
報
提
供
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
講
師
へ
の
積
極
的
な
質
問
等

も
あ
り
、
各
圏
域
と
も
大
変
盛
り
上
が

り
、
参
加
者
の
今
回
の
テ
ー
マ
に
対
す

る
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
わ
れ
た
。

交
流
会

い
つ
も
元
気
な
在
宅
保
健
師
‼

研
修
会
に
併
せ
て
開
催
し
た
在
宅
保

健
師
の
交
流
会
は
、
久
し
振
り
に
顔
を

合
わ
せ
た
会
員
の
笑
い
声
が
絶
え
ず
、

令
和
５
年
度
在
宅
・
現
職
保
健
師

保
健
所
ブ
ロ
ッ
ク
別
交
流
会
並
び
に
研
修
会

三八地域保健所ブロック

転
倒
予
防
の
た
め
の
運
動

弘前保健所ブロック
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そ
れ
ぞ
れ
の
近
況
や
地
域
の
活
動
状
況

に
つ
い
て
情
報
交
換
さ
れ
、
有
意
義
な

時
間
と
な
っ
た
。

最
後
に

（
参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
）

現
職
保
健
師
か
ら
は
「
運
動
す
る
だ

け
で
は
な
く
、
そ
の
後
の
評
価
方
法
も

知
る
こ
と
が
で
き
た
。

や
り
っ
ぱ
な
し
で
は
な
く
、
き
ち
ん

と
評
価
す
る
こ
と
が
継
続
す
る
意
欲
に

も
つ
な
が
る
と
感
じ
た
の
で
、
今
後
の

健
康
相
談
や
指
導
に
活
か
し
て
い
き
た

い
」
や
「
転
倒
に
関
す
る
日
常
生
活
で

の
注
意
点
や
転
倒
リ
ス
ク
の
見
極
め
方

等
を
詳
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
の

で
、
住
民
の
方
へ
広
げ
て
い
き
た
い
」

な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
た
。

ま
た
、
在
宅
保
健
師
か
ら
は
「
転
倒

の
現
状
や
危
険
因
子
、
靴
や
衣
服
の
選

び
方
に
つ
い
て
も
転
倒
リ
ス
ク
の
視
点

か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
」

や
「
運
動
は
効
果
を
簡
単
に
測
定
で

き
、
そ
の
場
で
評
価
す
る
こ
と
に
よ
り

継
続
に
つ
な
が
る
と
思
っ
た
」「
握
力

の
低
下
に
ビ
ッ
ク
リ
し
た
。
運
動
不
足

な
の
で
、
今
日
学
ん
だ
体
操
を
や
っ
て

み
た
い
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

令和５年度在宅・現職保健師保健所ブロック別研修会開催状況一覧
管 内 開催期日 開 催 場 所

参 加 者 数
研 修 内 容

在宅等 現職等

弘　 前 10月２日（月） 弘 前 市 民 会 館 12 8

1. 講演

「転倒予防のための運動」

講　師：

弘　　前 健生病院（弘前市） 熊野　洋平　氏

五所川原 五所川原リハビリ倶楽部 古木名寿登　氏

む　　つ むつリハビリテーション病院 佐藤　知永　氏

東青地域 青森県立保健大学（青森市） 岩月　宏泰　氏

上 十 三 訪問看護ステーションえがお（十和田市）
桜田八重子　氏

三八地域 青森労災病院（八戸市） 工藤　洋平　氏

2. 質疑応答

五所川原 10月12日（木） 五 所 川 原 市 民
学習情報センター 10 9

む　 つ 10月20日（金） むつ合同庁舎旧館 5 7

東青地域 10月23日（月）
ねぶたの家
ワラッセ
（青森市）

9 12

上 十 三 10月30日（月）
市民交流プラザ

トワーレ
（十和田市）

17 16

三八地域 11月２日（木） YSアリーナ八戸 16 3

参加者数合計 69名 55名

東青地域保健所ブロック

むつ保健所ブロック

五所川原保健所ブロック
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弘
前
市
の
紹
介

弘
前
市
は
２
０
１
９
年
度
か
ら

２
０
２
６
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す

る
弘
前
市
総
合
計
画
を
策
定
し
、
将
来

都
市
像
「
み
ん
な
で
創
り
み
ん
な
を

つ
な
ぐ
あ
ず
ま
し
い
り
ん
ご
色
の
ま

ち
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

計
画
期
間
の
後
半
（
２
０
２
３
年

度
か
ら
２
０
２
６
年
度
）
で
は
、
後

期
基
本
計
画
を
策
定
し
「
健
康
都
市

弘
前
」
の
実
現
に
向
け
て
、
市
民
の

「
い
の
ち
」
を
大
切
に
し
、市
民
の
「
く

ら
し
」
を
支
え
、
次
の
時
代
を
託
す

「
ひ
と
」
を
育
て
る
「
ひ
と
の
健
康
」

「
ま
ち
の
健
康
」「
み
ら
い
の
健
康
」

に
関
す
る
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

３
つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
健
康
都
市
弘
前
」
の
実
現
に
向

け
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
気
軽
に
で
き

る
「
運
動
：
あ
と
10
分
、
今
よ
り
多

く
体
を
動
か
そ
う
」「
食
事
：
あ
と
50

ｇ
、
ベ
ジ
フ
ァ
ー
ス
ト
で
野
菜
を
食

べ
よ
う
」「
健
診
：
年
１
回
、健
診
（
検

診
）
を
受
け
よ
う
」
と
い
う
３
つ
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
、
市
民
全
体

を
対
象
と
し
た
、
自
身
の
健
康
の
た

め
、
家
族
の
健
康
の
た
め
の
取
組
を

進
め
て
い
ま
す
。

運
動
の
取
組

取
組
の
一
例
と
し
て
、
65
歳
以
上

の
市
民
を
対
象
と
し
た
「
筋
力
向
上

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
」
を
公
民
館
、

体
育
施
設
等
で
週
１
回
の
ペ
ー
ス
で

開
催
し
て
い
ま
す
。
内
容
は
、
イ
ス

に
座
っ
て
で
き
る
簡
単
な
ス
ト
レ
ッ

チ
ン
グ
や
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
約

60
分
実
施
し
、
健
康
づ
く
り
と
介
護

予
防
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。食

事
の
取
組

国
保
年
金
課
の
保
健
師
と
管
理
栄

養
士
が
市
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
等
と
共

同
で
開
発
し
た
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
食
事
（
お
弁
当
）
が
「
健
康
な

食
事
・
食
環
境
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」

か
ら
令
和
５
年
８
月
１
日
付
け
で
健

康
的
な
食
事
（
ス
マ
ー
ト
ミ
ー
ル
）

を
提
供
す
る
事
業
者
と
し
て
認
証
さ

れ
ま
し
た
。
弘
前
市
で
は
今
後
も
ス

マ
ー
ト
ミ
ー
ル
の
情
報
発
信
を
行
う

と
と
も
に
、
減
塩
食
品
の
普
及
・
啓

発
の
強
化
や
、
ス
マ
ー
ト
ミ
ー
ル
認

「筋力向上トレーニング教室」の様子

今回は、弘前市から弘前大学や弘前市医師会、民間
事業者等との連携で、市民全体の健康へつなげる取組
を紹介していただきます。

「健康都市弘前」を目指して
あなたのまちにあなたのまちにあなたのまちに

弘前市

あなたのまちにあなたのまちにあなたのまちに
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証
を
検
討
す
る
市
内
飲
食
店
等
の
支

援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

健
診
の
取
組

弘
前
市
が
実
施
し
て
い
る
健
診

（
検
診
）
の
う
ち
、
40
歳
以
上
の
国
保

加
入
者
を
対
象
に
無
料
で
実
施
し
て

い
る
国
保
特
定
健
診
は
受
診
率
が
低

く
、
受
診
率
の
向
上
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
令
和
４
年
度
か
ら
は
未

受
診
者
対
策
の
強
化
を
図
る
た
め
、

受
診
勧
奨
業
務
の
一
部
を
民
間
事
業

者
に
外
部
委
託
し
、
ナ
ッ
ジ
理
論
を

取
り
入
れ
た
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
ダ
イ

レ
ク
ト
メ
ー
ル
、
チ
ラ
シ
、
電
話
、

動
画
配
信
な
ど
の
受
診
勧
奨
を
実
施

し
、
令
和
５
年
度
も
民
間
事
業
者
に

よ
る
受
診
勧
奨
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

弘
前
大
学
や
弘
前
市
医
師

会
、
民
間
事
業
者
と
の
連
携

弘
前
大
学
と
の
連
携
も
強
化
し
て

お
り
「
岩
木
地
区
健
康
増
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
健
診
」「
い
き
い
き
健
診
」

「
Q
O
L
健
診
」
の
ほ
か
、
将
来
的
に

は
次
世
代
医
療
基
盤
法
を
活
用
し
た

国
保
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
等
の
分
析
結

果
を
弘
前
市
の
施
策
に
反
映
す
る
こ

と
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

弘
前
市
医
師
会
と
の
連
携
で
は
各

種
健
診
（
検
診
）
を
委
託
し
て
い
る

ほ
か
「
糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防

に
関
す
る
連
携
協
定
」
を
締
結
し
、

糖
尿
病
が
重
症
化
す
る
リ
ス
ク
の
高

い
未
受
診
者
等
を
医
療
に
つ
な
げ
る

こ
と
に
よ
り
、
透
析
患
者
数
を
減
少

さ
せ
、
医
療
費
の
適
正
化
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

民
間
事
業
者
と
の
連
携
で
は
令
和

５
年
11
月
か
らD

eSC

ヘ
ル
ス
ケ
ア
株

式
会
社
の
健
康
ア
プ
リ
「kencom

」

（
ケ
ン
コ
ム
）
を
導
入
し
「
楽
し
み
な

が
ら
健
康
に
」
を
テ
ー
マ
に
市
民
の

健
康
活
動
の
き
っ
か
け
作
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
ほ
か
、
田
辺
三
菱
製
薬

株
式
会
社
と
の
連
携
協
定
に
よ
り
、

糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防
事
業
の

情
報
発
信
や
保
健
指
導
の
質
の
向
上

を
目
的
と
す
る
セ
ミ
ナ
ー
開
催
な
ど

に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

む
す
び
に

「
健
康
都
市
弘
前
」
は
行
政
の
力
だ

け
で
は
実
現
が
困
難
で
あ
り
、
今
後

も
市
民
や
大
学
、
医
師
会
、
民
間
事

業
者
と
の
連
携
が
重
要
か
つ
不
可
欠

と
な
り
ま
す
。
気
軽
に
で
き
る
３
つ

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
運
動
・
食
事
・
健

診
」
を
基
本
と
し
な
が
ら
「
健
康
都

市
弘
前
」
の
実
現
の
た
め
、
様
々
な

取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

スマートミール認証を受けた弁当

「筋力向上トレーニング教室」の様子

健診受診勧奨チラシ
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表１　特定健診・特定保健指導実施率の推移

市町村国保
特 定 健 診 実 施 率 特 定 保 健 指 導 実 施 率

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

青森県平均 38.0% 38.0% 33.8% 35.2% 36.8% 46.2% 47.5% 45.6% 40.8% 41.5%
（速報値） （速報値）

全国平均 37.9% 38.0% 33.7% 36.4% - 28.8% 29.3% 27.9% 27.9% -

全国との差 0.1% 0.0% 0.1% △	 1.2% - 17.4% 18.2% 17.7% 12.9% -

※１　平成30～令和３年度　厚生労働省まとめ
※２　令和４年度は特定健診等データ管理システムによる。
※３　全国平均、青森県平均の数値は国保組合を除く。
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図１　国保保険者の特定健診実施率の推移
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※　各年度の実施率は、それぞれ翌年度の９月末までに特定健診等データ管理システムに登録されたデータによる。

※　各年度の実施率は、それぞれ翌年度の９月末までに特定健診等データ管理システムに登録されたデータによる。
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データベースコーナー
速報！令和４年度特定健診・特定保健指導の実施状況

今回は、保険者が厚生労働省に毎年度報告することとされている特定健康診査等の実施状況に関する結果
報告業務（令和４年度実施分・令和５年度報告分）が終了し、その速報値を取りまとめましたので概要をお
知らせします。

本県における令和２年度実施分の特定健診実施率は、新型コロナウイルス感染症の影響等により制度開始
以降初めて低下しましたが、令和３年度実施分からは再び上昇に転じ、令和４年度実施分は前年度比1.6ポ
イント増の36.8％となりました。（表１参照）
市町村別では26市町村で前年度より上昇しましたが、新型コロナ流行前の令和元年度を上回ったのは16市

町村となりました。（図１参照）
特定保健指導実施率は、前年度比0.7ポイント増の41.5％（表１参照）で３年ぶりに上昇しましたが、令和

元年度と比較すると６ポイントの差があることから、疾病の重症化予防等のためにも実施率の改善が急務と
言えます。
因みに、市町村別で見ると、前年度より上昇したのは半数の20市町村にとどまっています。（図２参照）
特定健診の年代別実施率は、全国的に見ても40～50歳代の働き盛り世代が低い傾向にありますが、本県に

おいても40歳代が23.3％、50歳代が26.4％（図３参照）と低い状況にあるため、保険者においては未受診理
由に応じたアプローチを行うなど、働き盛り世代のヘルスリテラシーの向上に向けた取組をお願いします。
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図３　国保保険者の特定健診実施率（令和４年度・年代別）
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40～49歳

50～59歳

60～69歳

70～74歳

43.4

23.3

38.7

26.4

県平均

※　令和４年９月末までに特定健診等データ管理システムに登録されたデータによる。
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受診勧奨は対象者に優先順位をつけて効果的に進めよう！
　ＫＤＢシステムの「被保険者管理台帳」（図２）は、40歳から 74歳の被保険者全員を対象に過去５年間の健診受診（保健指導）
の有無、医療機関受診（生活習慣病）の有無、介護認定（介護受給）の有無をリストで見ることができます。
　市町村においては、このデータを使用することで、健診複数年未受診者や医療未受療者、年齢などによりターゲットを絞った
受診勧奨を進めることができますので、是非ご活用ください。
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図１　特定健診受診率・連続受診率の状況
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データベースコーナー

ＫＤＢシステムの「被保険者管理台帳【R04年度（累計）】」データを加工し、令和５年度特定健診対象者が令和

２年度～令和４年度の３年間連続して受診している割合をとりまとめました。（図１参照）

本県の令和４年度における３年連続受診率は、前年度比0.1ポイント増の19.3％となり、令和元年度以来、３年ぶ
りの増加となりました。

連続受診率は、保険者が推進する健診が地域に根付いているかどうかの指標となります。

また、毎年継続して受けていただくことにより、以前の状態との変化が見え、疾病の早期発見につながりやすくなるこ

とから、被保険者自身の健康意識の向上と医療費適正化の効果が期待できます。

引き続き、継続した受診率向上の取組を進めていきましょう。

～ 連続受診率の算出方法 ～

❶	 ＫＤＢシステム「被保険者管理台帳」を開く（図2参照）
❷	 ＣＳＶデータをダウンロード(図3参照）
❸	 国保取得年月日欄で「R5年4月2日以降」の資格取得者を削除
❹	 国保喪失年月日欄で資格喪失者を削除　⇒　R5年度健診対象者数が判明
❺	 フィルタ機能によりR2、R3、R4の3年連続受診者を抽出
	 ⇒　R2～R4年度連続受診者数が判明

❻	 3年連続受診率＝R2～R4年度連続受診者数÷R5年度健診対象者数

特定健診受診率と３年連続受診率の状況

図２ 図３（不要なセル削除後）
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我が事・丸ごと

岡山大学客員教授（元厚生労働省老健局長）
宮　島　俊　彦

リーダーシップを発揮しよう
帝京大学大学院公衆衛生学研究科教授

福　田　吉　治

【略歴】
　平成3年熊本大学医学部卒業。平成10年熊本大学大学院医学研究科修了（社会医学専攻）。国立医療・病院管理研究所（医療政策研究
部）、東京医科歯科大学医学部（公衆衛生学講座）、国立保健医療科学院（疫学部）を経て、平成22年に山口大学医学部地域医療学講座教
授に就任。平成27年から帝京大学大学院公衆衛生学研究科教授、平成30年には同研究科長。
【専門分野】
　公衆衛生全般。特に健康増進・健康づくり政策・健康教育、社会疫学（健康の社会格差、健康の社会的決定要因）、地域医療・保健・
産業保健など。近年では行動経済学で用いられる「ナッジ理論」に基づいて公衆衛生施策を指導。
【学会・委員】
　国民健康保険中央会 国保・後期高齢者ヘルスサポート事業運営委員会
　国民健康保険団体連合会 保健事業支援・評価委員会委員（東京都・埼玉県）など
【主な著書】
　「ナッジを応用した健康づくりガイドブック」 共著 2023年 帝京大学大学院公衆衛生学研究科
　「新型コロナウイルス感染症(COVID-19)からの教訓―これまでの検証と今後への提言」 共著 2021年　大修館書店
　「健康行動理論による研究と実践」 共著 2019年　医学書院 他論文多数

⿙
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
重
要
性

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
の
は
10

月
初
旬
で
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
で
日
本
が
予
選
を
突
破
し
、
ベス

ト
8
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
か
で
、

盛
り
上
が
って
い
ま
す
。
原
稿
が
世

に
出
る
頃
に
は
、
結
果
が
出
て
い
る

は
ず
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
は
な
ん
で
も
観
ま
す

が
、
最
近
の
お
気
に
入
り
が
ラ
グ

ビ
ー
で
す
。
こ
れ
は
、
私
が
帝
京

大
学
に
所
属
し
て
い
る
こ
と
に
関
係

し
て
い
ま
す
。
ご
存
じ
の
方
も
い
る

で
し
ょ
う
が
、
帝
京
大
学
の
ラ
グ

ビ
ー
部
は
と
て
も
強
い
。
大
学
選

手
権
9
連
覇
、
3
年
空
け
て
現
在

2
連
覇
中
で
す
。
そ
し
て
、
今
回

の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
日
本
代

表
に
は
帝
京
大
学
出
身
者
が
な
ん

と
7
名
も
。
こ
れ
は
応
援
の
し
が

い
が
あ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

ラ
グ
ビ
ー
を
観
て
い
て
思
う
の
は
、

チ
ー
ム
シ
ッ
プ
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の

大
切
さ
で
す
。
他
の
ス
ポ
ー
ツ
も
そ

う
で
す
が
、
特
に
ラ
グ
ビ
ー
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
役
割
を
全

う
し
、
全
員
が
手
を
抜
く
こ
と
な

く
、
チ
ー
ム
と
し
て
戦
う
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
を

ま
と
め
る
の
が
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る

キ
ャ
プ
テ
ン
。
今
回
は
、
帝
京
大

学
出
身
の
姫
野
選
手
で
す
。

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
ス
ポ
ー
ツ
だ
け

で
は
な
く
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
も

重
要
で
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
養
う

た
め
の
教
育
も
盛
ん
で
す
。
書
店

に
は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
本

が
た
く
さ
ん
並
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ

だ
け
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
へ
の
関
心

が
高
く
、
ま
た
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

に
悩
ん
で
い
る
人
が
多
い
と
い
う
こ

と
で
し
ょ
う
。

帝
京
大
学
の
ラ
グ
ビ
ー
部
が
強

く
な
っ
た
の
は
岩
出
雅
之
前
監
督

（
現
帝
京
大
学
ス
ポ
ー
ツ
局
長
）
の

功
績
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
岩
出
前

監
督
の
も
と
か
ら
、
姫
野
キ
ャ
プ
テ

ン
な
ど
、
次
の
リ
ー
ダ
ー
が
生
ま
れ

た
よ
う
に
、
良
き
リ
ー
ダ
ー
は
次
の

リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る
の
で
す
。
私

も
、
岩
出
前
監
督
の
講
演
や
著
書

か
ら
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
、

い
ろ
い
ろ
と
勉
強
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。

私
の
所
属
す
る
大
学
院
で
も
、

以
前
よ
り
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す

る
科
目
が
あ
り
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
教
育
を
進
め
て
い
ま
す
。
公
衆

衛
生
の
分
野
に
お
い
て
も
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
が
重
要
だ
か
ら
で
す
。
今
年

度
か
ら
は
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
科

目
の
講
義
時
間
を
増
や
し
て
、
内

容
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
逼
迫
し
た

保
健
所
や
医
療
機
関
な
ど
で
、リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
重
要
性
が
強
く
認
識

さ
れ
た
こ
と
が
背
景
に
あ
り
ま
す
。

⿙
役
割
に
応
じ
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
考
え
方
は
い
ろ

い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
最
近
の
主
流

は
、“
だ
れ
で
も
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
で
き
る
”
と
い
う
も
の
で
す
。

チ
ー
ム
の
中
で
、
リ
ー
ダ
ー
の
地
位

に
あ
る
人
は
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
リ
ー
ダ
ー
に
従
う

い
わ
ゆ
る
フ
ォ
ロ
ワ
ー
は
、フ
ォ
ロ
ワ
ー

と
し
て
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
発
揮

で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。

ラ
グ
ビ
ー
で
は
、
リ
ー
ダ
ー
だ
け

で
は
な
く
、
す
べ
て
の
メ
ン
バ
ー
が
、

役
割
に
応
じ
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

自
分
は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る
よ

う
な
人
間
で
は
な
い
と
い
う
人
が
い

ま
す
が
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
も
い
ろ
い

ろ
な
形
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自

分
の
個
性
を
活
か
し
た
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
が
発
揮
で
き
る
の
で
す
。

さ
て
、
皆
さ
ん
の
職
場
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
国
保
部
門
で
は
、

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
な
ど
で
事
業
が

増
え
て
、
事
務
職
と
専
門
職
あ
る

い
は
他
部
門
と
の
連
携
が
求
め
ら

れ
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
ま
す
ま
す

重
要
に
な
って
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
学
び
、
実
践
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

記
事
提
供

社
会
保
険
出
版
社

こくほ随想
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こどもみらい課
地域・企業、行政が一体となって結婚を希望する県民を応援！

「青森結婚応援団」制度について
■制度の目的・概要■
　「青森結婚応援団」制度は、地域・企業・行政が一体となって、
結婚を希望する方を応援する気運を醸成するため、新たに実施する
ものです。
　「青森結婚応援団」制度の協賛店で、「あおもり結婚応援パスポー
ト」を提示していただくと、協賛店から割引やポイント等のサービ
スが提供されます。
　サービスの内容やパスポートの利用条件は、協賛店毎に異なりま
すので、「青森結婚応援団」HPまたは協賛店にご確認ください。
　協賛店は随時募集しています。

■「青森結婚応援団」制度の内容■
　（１）あおもり結婚応援パスポートの交付対象、有効期間　
① 結婚して３年以内の方
　過去３年以内に結婚（法律婚以外、パートナーシップ宣誓を
含む）した方。有効期間は、婚姻日から３年間。
② ３年以内に結婚予定の方
　３年以内に結婚予定の青森県内居住の方。有効期間は結婚予定日から３年間。

　（２）あおもり結婚応援パスポートの申請方法　
① 専用webフォームから、必要事項（氏名、生年月日、メールアドレス、結婚（予定）年月日等）を入力
して申し込みます。

② 県から、登録したメールアドレスあてにパスワードが通知されます。
③ あおもり結婚応援パスポートＨＰにアクセスし、メールアドレスとパスワードを入力してログインすると、
スマートフォン等に「あおもり結婚応援パスポート」が電子表示されます。

　（３）あおもり結婚応援パスポートの使用方法　
① スマートフォン等に「あおもり結婚応援パスポート」を表示させ、「青森結婚応援団」制度協賛店の店
舗で提示してください。

② サービス内容や利用条件は、店舗毎に異なります。また事情により、サービス内容や利用条件を変更
する場合があります。

③「青森結婚応援団」制度協賛店は、「青森結婚応援団」ＨＰで検索することができます。

■市町村へのお願い■
　市町村におかれましては、本取組の趣旨を御理解いただき、婚姻届を提出された方をはじめ、住民への
周知に御協力くださいますようよろしくお願いいたします。

■あおもり結婚応援パスポートの申込（令和６年１月４日開始）■
　専用webフォーム（https://kosodate.pref.aomori.jp/marriage_support_passport/）
からお申込みください。

■「青森結婚応援団」制度協賛店の登録■
　専用webフォーム（https://kosodate.pref.aomori.jp/about_marriage_passport/）
からご登録ください。事務局にて確認後、登録証やステッカー等をお送りします。

■お問合せ■
　青森県健康福祉部こどもみらい課　子育て支援グループ
　電話：017-734-9301（直通）/メール：KODOMO@pref.aomori.lg.jp

協賛店の登録

パスポート申込

令和6年
１月4日開始

県 だ
よ り

県 だ
よ り

県 だ
よ り
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私
は
食
べ
る
こ
と
が
好
き
で
、
運

動
が
苦
手
な
た
め
、
気
を
抜
く
と
体

型
に
現
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
悩
み
で

す
。
住
民
の
方
の
「
夕
食
後
の
デ

ザ
ー
ト
が
日
課
で
」「
夜
中
に
つ
い

ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
て
し
ま
う
」
と
い

う
話
に
い
つ
も
大
き
く
頷
い
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
保
健
師
と
し
て
指
導

す
る
立
場
に
な
り
、
自
身
の
生
活
を

見
直
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

気
が
付
い
た
ら
、
体
重
が
増
え
て

い
る
こ
と
が
多
い
私
だ
っ
た
の
で
、

急
に
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
始
め
よ
う
と

思
っ
て
も
持
続
し
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、
こ
れ
な
ら
毎
日
続
け
て
い
け
る

と
い
う
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。

１
つ
目
は
、
ス
ト
レ
ッ
チ
で
す
。

寝
る
前
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
に
、

股
関
節
を
広
げ
た
り
、
肩
甲
骨
を
動

か
し
て
褐
色
脂
肪
細
胞
を
活
性
化
さ

せ
、
脂
肪
を
燃
焼
さ
せ
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

２
つ
目
は
、
食
べ
過
ぎ
た
次
の
日

は
控
え
め
な
食
事
を
意
識
す
る
こ
と

で
す
。
特
に
外
食
の
と
き
は
食
べ
過

ぎ
て
し
ま
う
の
で
す
が
、
次
の
日
に

「
今
日
ア
イ
ス
は
や
め
よ
う
」
と
気

を
付
け
る
だ
け
で
、
体
重
の
キ
ー
プ

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

３
つ
目
は
、
鏡
を
見
て
体
重
を
測

る
こ
と
で
す
。
鏡
を
見
て
げ
ん
な
り

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
は

意
識
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
の
３
つ
は
必
ず
毎
日
と
は
言
え

ま
せ
ん
が
、
私
が
継
続
し
て
で
き
て

い
る
こ
と
で
す
。
経
験
と
根
拠
を
も

と
に
、
住
民
の
方
に
も
保
健
指
導
を

し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

大鰐町　住民生活課
保健師

千葉　真子 氏

「
う
ち
の
家
系
は
水
を
飲
ん
だ
だ

け
で
太
る
！！
」

親
族
が
集
ま
る
と
い
つ
も
そ
ん
な

会
話
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
私
の
父

母
、
親
族
一
同
は
、
お
腹
が
風
船
の

よ
う
に
ポ
ー
ン
と
出
て
い
る
人
が
多

く
、
大
人
に
な
っ
た
ら
み
ん
な
太
る

ん
だ
な
ー
と
子
供
の
頃
は
思
っ
て
い

ま
し
た
。

そ
ん
な
遺
伝
子
を
受
け
継
い
で
い

る
私
も
思
春
期
か
ら
太
り
や
す
い
悩

み
を
実
感
す
る
こ
と
と
な
り
、
ダ
イ

エ
ッ
ト
に
取
り
組
ん
で
は
リ
バ
ウ
ン

ド
を
繰
り
返
す
毎
日
が
続
き
ま
し
た
。

結
果
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
健
康
法

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
で
、
自
分

自
身
の
体
質
を
知
る
こ
と
が
で
き
、

自
分
に
合
う
方
法
（
ユ
キ
コ
メ
ソ
ッ

ド
）
を
実
践
す
る
こ
と
で
、
20
歳
を

過
ぎ
て
か
ら
は
体
型
を
な
ん
と
か
維

持
し
、
体
調
を
崩
す
こ
と
も
な
く
、

身
体
が
丈
夫
な
こ
と
が
私
の
唯
一
の

取
り
柄
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
50
代
に
な
っ
た
今
、
一
番

興
味
が
あ
る
の
は
「
心
の
健
康
」。

渡
辺
和
子
氏
の
著
書
に
「
不
機
嫌

は
立
派
な
環
境
破
壊
」「
顔
、
口
、

態
度
か
ら
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を
出
す

と
、
環
境
を
汚
し
、
人
の
心
を
む
し

ば
ん
で
い
く
」
と
あ
り
ま
し
た
。

課
長
に
な
り
2
年
目
に
な
り
ま
す

が
、
業
務
量
が
増
え
、
課
題
が
山
積

す
る
中
で
も
、
職
員
全
員
が
心
健
や

か
に
仕
事
が
で
き
る
よ
う
、
爽
や
か

で
、
和
や
か
な
課
の
空
気
感
を
創
出

し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

自
分
自
身
を
含
め
、
時
代
の
難
局

を
乗
り
切
る
た
め
に
は
、
空
気
清
浄

機
の
よ
う
な
人
に
な
ろ
う
と
課
員
に

呼
び
掛
け
、
心
理
的
安
全
性
の
高
い

職
場
環
境
、
風
土
を
構
築
し
、
名
称

に
ふ
さ
わ
し
い
「
す
こ
や
か
健
康

課
」
に
し
て
い
け
た
ら
い
い
な
！
と

思
い
ま
す
。

階上町
すこやか健康課
課　長（保健師）

平戸　由紀子 氏
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市町村職員等を対象として、１月以降に開催する研修会等の日程をお知らせします。
現段階で予定されている研修会等は下表のとおりですので、ご不明な点がありましたら各担当課にお問い合
わせください。
○国保連合会関係

研修会（事業）名 開催時期 開催場所（開催方法） 担当課

市町村介護保険事務担当者研修会 12月中旬～
令和６年１月下旬 オンライン開催 介護保険課

国保総合システム説明会 １月10日（水） オンライン開催 管 理 課

国保情報集約システム説明会 １月10日（水） オンライン開催 管 理 課

東北ブロック・全国組織主催の研修会等
○国保連合会関係

研修会（事業）名 開催時期 開催場所（開催方法） 担当課
高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施の
推進に向けた研修会

11月27日（月）～
令和６年３月29日（金） Web研修（動画配信方式） 事業振興課

○自治体病院開設者協議会関係
研修会（事業）名 開催時期 開催場所（開催方法） 担当課

地域包括医療・ケア研修会 令和６年１月12日（金）
　　　　　～13日（土）

東京都千代田区
「富士ソフトアキバプラザ」
（オンライン形式との併催）

事業振興課

第38回地域医療現地研修会 ６月21日（金）
～22日（土） 北海道足寄町、帯広市 事業振興課

第64回全国国保地域医療学会 10月４日（金）
～５日（土）

岩手県盛岡市
「いわて県民情報交流センター

アイーナ」
事業振興課

令和6年度保健協力員総会・研修会の開催について

市町村職員対象研修会のお知らせ

県内保健協力員が年に一度一堂に会する機会です。
令和６年度の研修は県内保健協力員の活動紹介と歯・口腔の健康をテーマとした講演を企画しました。
一人でも多くの保健協力員さんに参加いただきたいと思いますので、よろしくお願いします。

日　　時
令和６年５月30日（木）
　　　総　会　12時30分～13時10分
　　　研修会　13時10分～15時30分

場　　所 リンクモア平安閣市民ホール（青森市民ホール）

研修内容

活動発表
　座　　　長：国立大学法人弘前大学学長特別補佐・
　　　　　　　大学院医学研究科社会医学講座特任教授・
　　　　　　　青森県総合健診センター理事長・
　　　　　　　青森県医師会健やか力推進センター長　　　　　　　　中路　重之　氏
　発表市町村：３市町村（予定）
行政説明
「令和６年度からの青森県健康増進計画について（歯・口腔の健康）」（仮）
　説　　　明：青森県
講　　演
　テ　ー　マ：歯・口腔の健康について（仮）
　講　　　師：弘前大学大学院医学研究科歯科口腔外科学講座教授
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小林　恒　　氏
　歯・口腔の健康について正しい知識を身に付けるとともに、歯科健診等の重要性について学ぶ
機会とします。
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